
高等部 志教育年間指導計画 （第１学年）

１学期 ２学期 ３学期

国 現 代 文 随 想 「 日 本 語 古典 古文 「一休ばなし」 現代文 小説 「羅生門」
語 の心」 親しみのもてる内容の話に接 自 己 の 生 命 と 倫 理 観 の 中 で
総 普 段 使 用 し て い る 日 本 語 し古文に対する興味を高める 悩 む 下 人 の 苦 悩 を 現 代 社 会
合 の表現を見つめ直し ，外国 と共に日本文化に対する関心 の中で考え ，善 とは何か ， 悪

語の表現 と比較する こ と で を持つ。 とは何かを考えさせる。
日本語の特長を学ぶ。 【かかわる・はたす】 【かかわる・もとめる】
【かかわる・もとめる】

日 「国際関係の変化と明治維 「両世界大戦をめ ぐる国際情 「現代世界と日本」
本 新」 勢と日本」 現 代 の 日 本 が 抱 え て い る 諸
史 世 界 が 大 き く 変 化 し た １ ９ 第一次世界大戦 ，第二次世 問題について世界と比較しな
Ａ 世 紀 の 日 本 の 動 向 を 世 界 界大戦におけ る日本 と中国 がら考察する。

の出来事と関連させながら や欧米列強の関係や ，日米 【 もとめる・はたす・かかわる】
考察する。 開戦ま での経緯 などについ
【かかわる・はたす】 て実態を学び考察する。

【かかわる・はたす】

地
理 地 球 儀 や 地 図 を 活 用 し な 世 界 の 人 々 の 暮 ら し に つ い 地 球 環 境 問 題 の 原 因 と そ の
Ａ が ら 日 本 の 位 置 や 領 域 を て ， 自 然環 境 と 生活 ･文 化 の 影響について考える 。解決に

理解する。世界の国々のと 特徴 を 理 解す る と と も に ， 現 は国際協力が必要なことを理
の結びつきの深ま りについ 状と今後の課題について考え 解 し ， 自 分 た ち に 何か で き る
て考える。 る。 ことがないか考る。
【かかわる・もとめる】 【かかわる・はたす】 【かかわる・はたす】

数 「集合と論証」 「図形と計量」 「データの分析」
学 集 合 や 論 証 を 学 び ， 論 理 直接測定することが困難な距 自 然 現 象 や 実 社 会 に は ， 互
Ⅰ 的に道筋を立てて考える基 離を三角比を使って測定する いに関わ りがあ る と考 え られ

礎を身に付け，社会との関 方法を考える。 る数量がた くさんあり ，それら
わりかたを考える。 【もとめる 】 の数量を図や表にして分析や
【かかわる・もとめる】 比較できるようになる。

【もとめる】

科 「資源の再利用」 「エネルギー保存」 「地球の概観」
学 リ サ イ ク ル の 仕 組 み を 学 可逆変化 ・不可逆変化の違い 様々な景観 ・環境について学
と び ， 循 環 型 社 会 の 利 点 を を理解し ，地球温暖化につい ぶ こ とで ，地球がかけがえの
人 理解する。 【かかわる】 て考える。 な い も の で あ る こ と を 理 解 す
間 【かかわる・はたす】 る。 【もとめる 】
生
活

生 「生物の多様性と共通性」 「生体防御と免疫」 「生態系」
物 多種多様な生物は，すべて 免疫の仕組みを学び，病気の 生産者 ・消費者 ・分解者の役
基 同じよ う な構造の細胞から 予防に役立てる。 割 を知 り ， 我々も地球環境の
礎 なることを知る。 【かかわる・はたす】 一 員 で あ る こ と を 理 解 す る 。

【もとめる 】 【かかわる】

保 「体つくり運動」 「水泳」 「球技 」
健 自己の体に関心を持ち，自 水泳の事故防止の心得や練 準備 ・ 片付けなど ， 係分担の
体 己 の 体 力 や 生 活 に 応 じ た 習をする上でのルールを守る 責任 を 果た し ， 仲 間 と 協 力 し
育 課題 を 持 っ て ， 体 ほ ぐ し を な ど ， 自他の健康 ・ 安全に留 ながら ，積極的に練習やゲー
し た り ， 体 力 を 高 め た り す 意 し て 練 習 に 取 り 組 む 。 【 か ムに参加する。
る。 【もとめる】 かわる】 【はたす】

「アンサンブル」 「日本の伝統音楽」 「日本の歌」
音 音 楽 の 幅 広 い 活 動 を 通 し 日 本 の 伝 統 的 な 音 楽 に 触 れ 日 本 の 歌 を 歌 う こ と に よ り ，
楽 て ， 仲 間 と と も に 音楽 を 作 る こ と に よ り ， 日 本の 文 化 に 詩情を味わい，日本の文化に
Ⅰ る た め の 技 能 を 身 に つ け ついての理解を深め ，多様な ついての理解を深め ，多様な
る。 音 楽 （ 文 化 ） を 受 容 す る 態度 音 楽 （ 文 化 ） を 受 容 す る 態度
【かかわる】 を育てる。 を育てる。

【かかわる】 【かかわる】



１学期 ２学期 ３学期

英 Lesson １ ： 宇宙に行 くこ Lesson 4 :ピアニスト辻井伸 Lesson ６ ：環境問題について
語 と の 意 義 を 考 え る 。 ま 行の業績を通して，ひとつの 考 え ， 行 動 を起 こ す こ と の大
Ⅰ た，同僚とよ く話し合い， こ と を経験してやる こ との大 切さを知る 。 「 共生 」の大切さ

意見の同意を得ることの 切さを知る。 を知る。
大切さを知る。 【 か か わ る ・ は た す ・ も と め 【かかわる・はたす・もとめる 】
【 かかわる ・はたす ・ も と る 】
める 】

家 「生活を営む」 「人と関わって生きる 」 「人と関わって生きる」
庭 。食 生活 に関 す る知 識 人の一生 と発達課題を学び 家族について形態 ，役割 ，法
総 と 技 術 を総合的に習得 生涯 を 見 通 し た 生 き 方 を 考 律など を理解 し生涯を見通 し
合 する。 える。 た家族について考える。

【 かかわる ・はたす ・ も と 【 か か わ る ・ は た す ・ も と め 【かかわる・はたす・もとめる 】
める 】 る 】

総 「上級学校説明会」 「社会体験学習１」 「 社会体験学習２ 」
合 上級学校の授業内容や 本 校 卒 業 生 で ， 就 業 し て い 福祉施設の見学を通して ，一
的 模 擬 授 業 体 験 を 通 し る 方 の 話 を 聞 き ， 卒 業 後 の 般就労以外の働く場について
な て ， 卒 業後の進路に関 進 路 に 対 す る 関 心 を 高 め 理解し ，卒業後の進路に対す
学 心をもたせる。 る。 る考えを深めさせる。
習 【かかわる・はたす】 【かかわる・はたす】
の 【かかわる・はたす】
時
間

特 「ホームルーム活動 「文化祭」 「ホームルーム活動（ 「 ３年
別 （ 新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ 企画 ，運営 ，発表を通して ， 生を送る会」 ） 」
活 ョン ） 」 他 者 と 協 力 し な が ら 自 分の 企画・準備・実施のそれぞ
動 本 校 の 授 業 ・ 学 校 生 活 責 任 を 果 た し ， 集 団 の 中 で れの活動を通して自分の責任

等に関するガイダンス の自己 を生かす生き方につ を果たすことや協力する
を聞き，学校生活に対 いて考えを深める。 ことのの大切さを学ぶ。
する意欲を高める。 【かかわる・はたす】 【かかわる・はたす】
【もとめる 】

自 障害による学習上や生活上の困難を改善・克服し，それぞれの障害の状態に応じて，主
立 体的に自己の力を可能な限り発揮し，社会の中でよりよく生きていくための資質を養う。
活 【もとめる 】 【かかわる】
動



高等部 志教育年間指導計画 (第２学年 )

１学期 ２学期 ３学期

現代文 評論 「イー 古典 古文 「奥の細道」 現代文 短歌「大切の言
ス タ ー 島 に な ぜ 森 が な 流転変化するこ と こそ世の 葉」
いのか」 不変の原点であり ，旅に生 短歌の情景や心情を読み

国 教 材 を 通 し ， 生 態 系 と 涯をさ さげる作者の人生の 取り，より深く味わう鑑
語 い う 概 念 に つ い て 理 解 姿勢を考える。 賞態度を身に付ける。
総 し ， 環 境 破 壊 の 問 題 を 【かかわる・もとめる 】 【かかわる・もとめる】
合 生 態 系 と い う 観 点 か ら

とらえ直す。
【かかわる・もとめる 】

国 「表現を楽しむ」 「説明する」 「意見文を書く 」
語 ○自由な表現活動を通 ○身近なものについて説 ○自分の考えをまとめ ，論
表 し て ， 表 現 す る 事 へ の 明 す る こ と を 通 し ， 現 実 を 理的に意見を述べる こ とを
現 親 し み を 養 い ， す す ん 的確に切り取る技術を身に 通して，思考力を伸ばす。

で 表現す る態度 を身 に つけ，相手に伝わる表現に 【もとめる ・はたす】
つける。 ついて考えを深める。
【かかわる・はたす】 【かかわる・はたす】

政 「現代の政治」 「現代の経済」 「現代社会の諸問題」
治 現代の民主政治に関す 現 代 の 経 済 社 会 に 関 す る 現 代 社会の諸課題 に関心
経 る 関 心 を 高 め ， そ れ を 関心を高め，それを意欲的 を も ち ， 意 欲 的 に追 求 し ，
済 意 欲 的 に 追 求 し ， 民 主 に追求し ，経済社会の在り 自己の生き方と関連させな

社 会 に お け る 人 間 と し 方について考察させる。 がら考察させる。
て の 在 り 方 ， 生 き 方 を 【かかわる・はたす】 【かかわる ・はたす】
考察させる。
【かかわる・はたす】

地 「移動する人びと」 「 世 界 の 生 活 ・ 文 化 と 民 「 ア ジ アの環境問題 と日本
理 過去の大規模な人口移 族」 の関わり 」
Ａ 動や人々の交流につい 世界の人々が多様な生活 ・ 地 球 環 境 問 題は国境 を 越

て 学び ， 円 滑 な国 際交 文化を持って生活 している え て広が り ， その解決に も
流 の た め に な す べ き こ ことを理解するとともに ，異 国際協力が必要なことを理
とは何かを考える。 文化を尊重することの大切 解 し ，私達が何をすべきか
【かかわる・はたす】 さについて考える。 考え，行動する。

【かかわる】 【かかわる ・はたす】

数 「式と証明」 「図形と方程式」
学 証 明 を 通 し て ， 道 筋 を 仙 台 市 は 碁 盤 の 目 の よ う
Ⅱ 立 て た 考 え 方 を 学 び ， な 区画 割 り に な っ て い る 。

さ ら に 実 生 活 に お い て 自 分 の い る 位 置 を 座 標 を
も自分自身の考え方に 利 用 し て 考 え ， ど の よ う な
応 用 し て い き ， 社 会 と 経路で移動してきたか考え
の関わりかたを考える。 る。
【もとめる ・はたす】 【もとめる】

数 「確率」
学 確率の意味や基本的な
Ａ 法則についての理解を

深 め ， そ れ ら を 用 い て
身のまわ りの事象の確
率を求める。
【もとめる 】

生 「細胞と分子」 「代謝」 「遺伝情報の発現」
物 細 胞の 構造 と 機能 ， 細 生物が生きてい くために必 Ｄ Ｎ Ａ の 分子構造 ・ 塩 基配

胞膜を介 し た物質の出 要 な エ ネ ル ギ ー の 獲 得 の 列 の 多 様 性 と 形 質 と の 対
入り，機能性タンパク ための代謝，同化と異化の 応 ，保存的複製のし く み を
質の働きを理解する 詳しいしくみを理解する 理解する。
【もとめる 】 【もとめる】 【 もとめる 】



１学期 ２学期 ３学期

保 「陸上競技」 「器械運動」 「球技」
健 自己の能力に応 じた目 自分や仲間の体の状態や 効果的なオフ ェ ン ス と デ ィ フ
体 標 記 録 や 課 題 を 設 定 変 化 に気 づ き ， 器 具 を 点 ェンスの技能を駆使し ，チー
育 し ， 課 題 解 決 の た め の 検したり ，念入りな準備運 ムにおける自分の役割を果

効果的な練習の仕方を 動 を 行 う な ど ， 周 囲 の 安 たしながら，協力して練習や
工夫 し て 練 習 に 取 り 組 全 に気 を配 っ て練習 に取 ゲームに取り組む。
む。 り組む。 【かかわる】 【はたす】
【 もとめる 】

音 「 日 本 の 音 楽 の よ さ へ 「ポピ ュ ラー音楽のよ り深 「つくる音楽」
楽 の理解」 い捉え直し 」 作 る音楽の属性を捉えなが
Ⅱ 世 界各地の音楽 を 聴 く 諸民族の音楽の影響や生 ら音楽の作り方を知る。

ことにより ，日本の音楽 々流転の特質 を ポ ピ ュ ラ “～風 ” な音楽を作り発表す
の よ さ を 知 り ， よ り 深 く ー 音 楽 に 見 い だ し ， 現 代 る。
理 解 す る こ と に 結 び つ に 息 づ く 世 界 音 楽 の １ つ 【もとめる 】
けようとする。 のあり方として捉える。
【もとめる 】 【もとめる】

英 L e s s o n ７ :海 洋考古学 L e s s o n ９ ： イ ン タ ー ネ ッ ト Le s s o n 1 0 :漫 画ピーナ ッ ツを
語 者 フ ラ ン ク ・ ゴ デ ィ オ 氏 時 代 を 生 き る 上 で ， 特 に 通 し て ， 本当の強 さ とは何か
Ⅱ の活動を通して ，一見華 情報収集 ，取捨選択のポ を 考 え る と と も に ， 人 を 思 い

や か な 世 界 が 綿 密 な 計 イントを知る。 やることの大切さを知る。
画 と 地 道 な 積 み 重 ね で 【かかわる・もとめる 】 【かかわる・はたす・もとめる 】
あることを知る。
【 かかわる ・ はたす ・ も と
める】

家 「生活を営む」 「生活を営む」 「生活をつくる 」
庭 食 生活に関す る知識 と 住生活に関す る知識 と技 家庭経営や消費生活に関す
総 技術を総合的に習得す 術を総合的に習得する。 る 知識 と技術 を総合的に習
合 る。 得する。

【 か か わ る ・ は た す ・ も 【 か か わ る ・ は た す ・ も と 【 か か わ る ・ は た す ・ も と め
とめる】 める 】 る 】

情 「問題解決の工夫」 「 情 報 の 収 集 ・ 発 信 に お 「 情 報 化の 進展 と 生活 の変
報 「 修 学旅行の自主研修 ける問題点」 化 」
Ａ の ス ケ ジ ュ ー ル を 決 め 著 作 権 法 に つ い て 「 著 作 情報社会の問題点を取 り上

る 」 とい う課題を解決す 権クイズ 」 を通 して情報モ げ ，どのよ うな対応を してい
る までの問題点の整理 ラルを理解する。 くべきか考える。
を発想法を用いて行う。 【はたす】 【はたす・もとめる 】
【かかわる・はたす】

総 「修学旅行に向けて」 「修学旅行のまとめ」 「職場体験実習」
学 合 旅行地の地理や歴史， 実 際 に訪れ て分か っ た こ 視覚障害に理解のある実際
習 的 見学先の概要について と の職場での実習を体験して
の な 調べ，まとめる。 や 感 想 な ど を ま と め ， 発 将 来 の 職 業 に つ い て 考 え
時 【はたす】 表 る。
間 する。 【はたす】 【もとめる ・かかわる】

特 「ホームルーム活動 【新 「文化祭」 「ホームルーム活動」
別 入生を迎える会】 」 企 画 ， 運 営 ， 発 表 を 通 し 「 ホ ー ム ル ー ム 活動 【 「 ３ 年
活 企 画 ・ 準 備 ・ 実 施 の そ て ， 他者 と 協力 し なが ら自 生を送る会」 】 」
動 れ ぞ れの活動 を通 し て 分の責任を果たし ，集団の 企 画 ・ 準 備 ・ 実 施 の そ れ ぞ

自分の責任を果たす こ 中 で の 自 己 を 生 か す 生 き れの活動を通 して自分の責
と や 協 力 す る こ と の の 方について考えを深める。 任 を 果 た す こ と や 協 力 す る
大切さを学ぶ。 ことのの大切さを学ぶ。
【かかわる・はたす】 【かかわる・はたす】 【かかわる・はたす】

自 障害による学習上や生活上の困難を改善 ・克服し ，それぞれの障害の状態に応じ
立 て ，主体的に自己の力を可能な限り発揮し ，社会の中でよりよ く生きてい くための
活 資質を養う。 【もとめる 】 【かかわる】
動



高等部 志教育年間指導計画 （第３学年）

１学期 ２学期 ３学期

現 評論「さ くらさくらさ 翻訳「藤野先生」 小説「こころ」
代 くら 」 翻訳を読むことにより，時 登場 人物の生き方と自己の
文 論理展開を理解し，筆 代背景の理解とともに真の 生き 方とを対比して，考え
A 者 の 主 張 と そ の 根 拠 を 「国際交流」とはどういう たこ とを自分の言葉でまと

読み解く。 ものかを考えるきっかけと め発表する。
【かかわる・はたす】 なる。 【かかわる・もとめる】

【かかわる・はたす】

古 古典 古文 「姥捨て山」 古典 古文 「方丈記」 古典 古文 「源氏物語」
典 登場人物の心情を読み取 現代日本の状況と関連させ 物語 世界に親しみ，文章を
A り，家族の関係性を知り ながら読むことで，人間の 味わ うことで，人間の思い

人間の在り方を考える。 生き方や無常観に関する理 の深さについて考えを深め，
【かかわる・もとめる】 解を深める。 人間関係を見直す。

【もとめる・はたす】 【かかわる・もとめる】

「新聞記事を読む」 「私から見た「私」」 「実用文を書く」
国 ○新聞記事を通して社会 ○自分について見つめ，書 ○手 紙や紹介文などの実用
語 事象について考え，自分 くことを通し，自己理解を 文について学び，ジャンル，
表 の意見を論理的に述べる 深め，適切に表現する能力 形式 別の表現技法を身につ
現 ことを通して思考力を伸 を育成する。 け， 表現することによって

ばし，また，他の生徒の 【かかわる・もとめる】 社会 生活を充実させる態度
意見に触れることで視野 を育てる。
を広げる。 【かかわる・はたす】
【かかわる・もとめる】

現 「青年期と自己の形成」 「現代の民主政治と政治参 「現 代の経済社会と経済活
代 青年期に関する関心を高 加の意義」 動のあり方」
社 め，自己形成についての 政治参加に関する関心を高 現代 の経済社会に関する基
会 課題を意欲的に追求し， め，それを意欲的に追求し 本的 事項や社会保障制度な

現代社会での自己の生き 民主社会における人間とし どに ついての知識を身に付
方について考察させる。 ての在り方を考察させる。 け理解させる。
【かかわる・もとめる】 【はたす・かかわる】 【もとめる・かかわる】

数 「数列とその和」 「平面上のベクトル」 「空間のベクトル」
学 等比数列の和は銀行など 力や速度など身近な場面で 自分のいる位置などを ，平面
Ｂ での積立預金の複利法な ベクトルを用いて考えること 座標から空間座標に拡大して

ど ， 実 生 活 に 利 用 さ れ て ができることを理解する。 考 え ， ど の よ う な 経路 で移動
いることを認識する。 【もとめる 】 してきたか等を考える。
【もとめる】 【 もとめる】

生 「細胞」「生殖と発生」 「遺伝」 「環境と植物の反応」
物 ○細胞の構造とはたらき 「環境と動物の反応」 ○環 境変化への反応と生命
Ⅰ を理解する。 ○遺伝のしくみを理解する。 活動の調節を理解する。

○生殖の方法・発生の過 ○環境変化の受容・反応 【かかわる・はたす】
程を理解する。 を理解する。

【かかわる・はたす】 【かかわる・はたす】

保 「水泳」 「球技」 「球技」
健 より速く，長く泳ぐため 自分のチームの長所・短所 チー ムにおける，自分のポ
体 の技能のポイントを押さ を理解して，相手に応じた ジションや役割を自覚して，
育 えた上で，自己の能力に 作戦を立て，ゲームの中で その 役割を果たし，互いに

応じた課題を決め，課題 お互いに声をかけ合ったり， 協力 して練習やゲームに参
達成のための適切な練習 的確な指示を出し合いなが 加する。
を選んだり，練習を工夫 らゲームを組み立てる。 【はたす】
する。【もとめる】 【かかわる】



１学期 ２学期 ３学期

音 「アンサンブル」 「 ヨーロッパの音楽」 「日本の歌」
楽 音楽の諸活動を通して ， ヨ ー ロ ッ パ の 音 楽 や歴史 に 日本の歌 を歌 い ， 詩 情 を味
Ⅱ 個々の表現を聞き合い， ついて学習するこ とによ り ， わ い ， 日 本 の 歌 の 美 し さ に

み と め 合 う こ と で ， ア ン 日本の音楽の良 さ を 知 っ た 触れることによ り ，多様な音
サンブルするこ との素晴 り ， 西 洋 音 楽 の背景 に あ る 楽 （文化 ） を尊重する態度を
ら し さ ・ 楽 し さ を味わ う こ 文化について幅広く理解し， 育てる。
とができる。 地 域 ・ 時 代 ご と の 特 徴 や 個 【かかわる 】
【はたす】 性について理解を深める。

【もとめる 】

英 Lesson １ :ひ と りで風力発 Les son ４ ： 「 国境なき医師 Lesson ８ :ロボッ トによる地雷
語 電に挑んだ少年の話を通 団 」 に 参 加 し た 貫 戸 朋 子 さ 除去活動を通じて ，世界平和
Ⅱ し ，創意工夫することの大 ん活動を通 じ て ， ボ ラ ン テ ィ の大切 さ ，世界へ貢献するこ

切さを知る ア活動について考える。 との重要性を学ぶ。
【はたす・もとめる 】 【 か か わ る ・ は た す ・ も と め 【かかわる・はたす・もとめる】

る】

家 「生活を営む」 「生活を営む」 「生活を営む」
庭 自立生活を目指し，食生 自立生活を目指し，食生活 自立 生活を目指し，食生活
総 活に関する技術面の向上 に関する技術面の向上を図 に関 する技術面の向上を図
合 を図る。 る。 る。

【はたす・もとめる】 【はたす・もとめる】 【はたす・もとめる】

総 「卒業後を見すえて」 「卒業後を見すえて」 「卒業後を見すえて」
合 授業見学を通して本校専 専攻科卒業後の就職先につ 面接 の練習や，エントリー
的 攻科について学び， いて先輩の話を聞くなどし シートの記入などを通して
な 将来の構想を練る。 て，具体的な将来のイメー 実際の入試に備える。
学 【もとめる】 ジを固める。 【もとめる】
習 【もとめる かかわる】
の
時
間

特 「ホームルーム活動」 「文化祭」 「ホ ームルーム活動（卒業
別 （新入生を迎える会）」 企 画 ， 運 営 ， 発 表 を 通 し て ， 制作）」
活 企画・準備・実施のそれ 他者と協力しながら自分の責 卒業記念品の製作を通して，
動 ぞれの活動を通して自分 任を果た し ，集団の中での自 お世 話になった方々への感

の責任を果たすことや協 己を生かす生き方について考 謝の意を表す。【はたす】
力することのの大切さを えを深める。
学ぶ。 【かかわる・はたす】
【かかわる・はたす】

自 障害による学習上や生活上の困難を改善・克服し，それぞれの障害の状態に応じて，
立 主体的に自己の力を可能な限り発揮し，社会の中でよりよく生きていくための資質を
活 養う。【もとめる】【かかわる】
動


